
令和６・７年度 練馬区教育委員会教育課題研究指定園

研究発表報告

練馬区立光が丘むらさき幼稚園



主題設定の理由

幼児同士の関わりの育ち安定した学級運営 教職員間の共通理解

課題

・在園児数が減少

・多様な発達や状況の
幼児が在籍

・途中入園が多い

・会計年度任用職員である
介助員が配置されている

・大人の数が多い

・コロナ禍に乳幼児期
を過ごした世代

・入園前に様々な経験が
乏しい

このような実態と課題から、
主題を次のように設定した



多様性を尊重し、
一人一人が輝く幼稚園を目指して

〜共に育つ・共に育む
教育課程の編成を考える〜



研究方法

研究保育
講師助言

１
長期指導計画
の見直し

２

事例検討

研究は、上記の二つの柱で
それぞれに講師の指導助言を受けて進めた



幼児の実態

指導のポイント

１．長期指導計画の見直し

（１）毎月の幼児の姿と指導のポイントを振り返る

長期指導計画
の見直し

長期指導計画の見直しでは、毎月の幼児の姿を
付箋を使って振り返り、指導のポイントを協議した



幼児の実態の
キーワード

指導のポイントの
キーワード

協議を繰り返し、それぞれの時期の幼児の実態と指導
のポイントのキーワードを抽出した



 

 

                １学期                ２学期                  ３学期 

 

・物や場に出合う。様々に試す（人・物） 
・昨日のアレ、楽しかったコレを楽しみに登園 
・自分の物が嬉しい 
・先生の近くはなんだか楽しそう  
・簡単な見立てを楽しむ。 大まかなイメージ 
・興味や行動範囲が広がる 
・教師や友達を見て、遊び方を知る 

 

１学期 ２学期 

２年保育４歳児（たたき） 

ここは大丈夫    

あれ
・ ・

ね、あの
・ ・

楽しい 思い 

〜ってことね（大まかなイメージ） 

昨日楽しかったあれをやりたい 

遊びの楽しさ

やってみる→長続きはしない 

ちょっと手を加えたら楽しいね 

        友達のことが分かるように 

あれが
・ ・ ・

楽しかったね（共通体験） 

                   楽しそう！一緒にやってみよう 

友達の遊びも面白そう。関心や遊びの広がり 

    共通体験が核に 

       こうしたい、これがしたい…簡単なめあて 

                       遊びや友達のつながりを感じながら 

                            
安心・拠り所（時間要） 

友達と出会う

おもしろそう。やってみたい

友達と関わる
と楽しい 気の合う友達 みんなと楽しい

同じがうれしい

やってみる
物や場に出合う 

自分から働きかける

 
・友達と同じものがほしい、嬉しい 
・気に入った遊びを繰り返す 
・夏はやりとりより、 
感触 感覚遊び 物との応答○多  
・あの子のあれがいい 
・遊びたい友達がはっきり 

「この子がいい」 

 

・楽しそう。思わずやってみちゃった 
・体を動かすって楽しい  
・じっくり、じわじわ遊びの継続 
・物を操作する→物や動きでつながる 
・ごっこ遊び…なったつもり 
・ルールのある遊びで友達と関わる 
・相手の存在を意識。違いに気付く 
・友達を遊びに誘う 

 

・ごっこ遊びにストーリーが生まれる 
・もっと〇〇したら面白そう 広がり 
・年長児からの刺激 
・“自分たち”の場作り 
・お話ごっこ→所属意識・つながり 
・言葉でのやりとり増 
・相手の思いに関心を寄せる・分かろうとする 
 

 

受け止める  ・  探る  ・  促す（遊びの種まき）  ・  繋げる（遊びのイメージの傘の下で）  ・  葛藤する  ・  ほぐす  ・    連携する 

友達関係の
広がり

言葉での 
やりとり増

概念や枠組みに囚われない  ・   分かりやすさ   ・   シンプル  ・   自由度（その子なりの参加・アレンジ）  

教材研究  ・  環境構成   ・   柔軟な構え   ・    共通体験   ・   ユーモア  ・   予想外の出来事や出合い（自

然）    

自己 

他者

ポイント？ 

安心感           
・すぐに遊び出せる場 
・教師と一対一の関わり 
・自分の場の確保 
・またできる、繰り返せる 
・遊び方のモデル 
・満足できる量 
 
 

 

友達への関心 
・そばにいる幼児と楽しさをつなぐ 
・媒介となるもの 「同じ！」 

開放感 
・感触遊び繰り返し、たっぷり 
・素材や量、場のアレンジ 

R7.３月 

体を動かす心地よさ 

・思わずやってみたくなる物・場 

・一緒に楽しく動く、モデル 

みんなで楽しかったで終われるような雰囲気 

 

気持ちへの関心 
違いに気付く・トラブル・葛藤

所属意識 

それぞれの楽しさ 

・それぞれの楽しみ方を受け止める 

 

友達とのつながり 

・友達との橋渡し・声掛け 

・刺激を受け合える環境 

 

 

様々な感情体験 

・思いを出してよいと後押し 

・気持ちを丁寧に受け止める 

・時に流す・遊びへ移行 

・時に見守り、待つ 

 

やりたいを支える 

・実現できるような材料の準備 

・ヒントや手がかり 

 

イメージを支える・つなげる 

・モデル・MC 

・なりきる楽し さ 

000・遊びやストーリーの中で動く楽し

さ 

できた！自信 

・提案・調整 

・機会やきっかけを逃さない 

 

 

 

                １学期                ２学期                  ３学期 

 

・やってみたい！ 

・それならできる 

・学級で楽しい 

・こうしたい 

・こうしたらいいんじゃない？ 

・それいい考えだね！ 

 

１学期 ２学期 

２年保育５歳児（たたき） 

年少の時にやったあれをしたい 

もっとこうしたい！「こうしようよ」「いいね」 

４～５人で…個で…じっくり遊ぶ 

        共通体験が遊びに(移動動物園、水族館) 

 

 

 
気の合う友達２，３人と思いや考えを出しながら 

友達や教師と一緒に体を動かして遊ぶことが楽しい！  

スポーツデー(共通のめあて)に向けて、 

 学年の友達と体を動かして遊ぶことを楽しむ 

自分の力を出し切る 

                    周りが見えてきた！自分のよさや友達のよさに気が付く 

 

 難しいことに挑戦してみよう 

みんなの中で自分の力を十分に発揮したい 

自分の良さを発揮し、互いの良さを認め合う 

    遊びを自分たちで展開していく楽しさを味わう 

               共有・共感をしたい気持ちが強い、つながりを深めたい 

 
 

    

 

 

安心して遊びだせる環境 ・ 刺激 ・ 引き出す ・ 機会をつくる(良さを発揮、様々な考えに触れる、みんなで考えるなど) ・ 盛り上げる・共感・応援・励ます ・ 見守る(最低限の援助) 

自己 

他者

・安心して取り組めるもの 

・媒介となるルールのある遊び 

・一緒に動く 

・相手が見える環境 

・始まりの援助 

・周りが見える場 

 

 

 
 

 

R7.３月 

・順番、協力 

・トラブル増 

・やる気満々(当番) 

・楽しかったあれやろう！！ 

・４～５人でごっこ遊び 

 

 

・思いや考えを出し合いながら遊びを進める 

・どういうこと？調べてみよう！ 

・勝って嬉しい！負けて悔しい…もう嫌だ 

・力を発揮する喜び 

・これはどうかな？自分の言葉で伝える 

・様々な考えに触れる 

・友達の話を聞いて新たな考えやアイディア 

・〇〇くんすごいね！ぼくは、これができる！！ 

 

 

 

 

 

・それぞれ力を発揮 

・のびのびと表現 

・思いがぶつかる 

・イメージを実現 できるように工夫 

・つながりが深まる 

・手伝う・教え合う 

力を合わせる 

達成感・満足感・充実感 

認め合う・刺激 

 

 
 

 

 

・難しそう…でもやってみよう！ 

・できるようになりたい！もっとうまくなりたい！

今日もやってみよう！ 

・自分たちで遊びを進める楽しさ 

・文字や数字に関心 

・みんなでの遊びが楽しい次はあれがやりたい 

・あの時遊んだあれをやろう  

もっとこうしたら楽しくなるかも 

・実現に向けて考えやアイディアを出し合う 

・互いに認め合う 応援・励まし・共に喜ぶ 

 

 

 
 

 

 

・目新しさ 

・選択できる機会 

・モデルとなる動き 

・言葉にして認める 

・イメージが実現できる材料 

・みんなでを楽しむ機会 

・トラブル丁寧に対応 

・Ⓒの考えを引き出す 

・Ⓒと考える 

 

 

 
 

・自分たちで… 

生活を進められるように 

解決できるように 

遊び始める・展開できる環境の準備 

・互いのよさ、面白さ、違いなどに 

気付く・認め合う機会 

・機会を設ける 

みんなで考える 

一人一人の良さを発揮できる 

発表できる 

 

 

 

・一人一人が自分の思いを出せているか見守り、必要

に応じて援助 

・体を動かす心地よさを味わえるように 

・力を発揮できる喜びを感じられる機会 

・勝ち負けのある遊び 

・みんなが楽しめる遊び 

・自分たちなりに解決できたという気持ちがもてる機会 

互いのよさに気付く機会 

・トラブル時…思いを伝え合う機会一緒に考える 

・刺激になる機会 

・互いの良さや頑張りを見合う機会 

 

 

幼児の育ちの過程を示すキーワード

自己（個）の育ち

他者との関わりの育ち

環境構成や援助のポイント

（２）指導計画のたたき台を作成

２年間の育ちの流れと指導のポイントを整理し、
長期指導計画のたたき台をこのように作成した



ねがいを出し合う

その年により
集団の特性が
大きく異なる。

子どもたちの
育ちの過程には
揺れがある。

講師助言

指導のポイントは
時期で分けにくい。

しかし、この表のような示し方では、多様な実態に応じた
指導の内容を示すことが困難である



（３）私たちの「ねがい」を共有

まずは
「安心」

自己の育ち

他者との関わり
の育ち

こんな集団に
なってほしい

最終的に願うのは

子どもたちの
ウェルビーイング

そこで講師の助言を受け、２年間の園生活で、子どもたちに
育みたい「ねがい」を共有することにした



他者の存在を

感じてほしい 受け入れられていると
感じてほしい

互いを
認め合って

ほしい みんなの中の自分を
感じてほしい

共に育つ 育ち合う
→関係性の育ち（協働的）

好きなことを見つけて
楽しんでほしい

好きなことを
見つけて取り組む

→主体的

（４）私たちの「ねがい」〜子どもたちにこうなってほしい姿

修了入園

私らしく、あなたらしく育つ
→自己発揮する過程（個別最適）

自己肯定感を

もってほしい満足感や充実感を

味わってほしい

夢中になって
遊んでほしい

のびのびと

自分を
出してほしい

自分の力を
発揮してほしい

安心して
過ごしてほしい

協議を重ね、入園から修了までを図のように整理した



一人一人が安心できることが重要！

２．事例検討～幼児の姿から考える

多様性を尊重し、一人一人が輝く幼稚園を目指して

〜共に育つ・共に育む 教育課程の編成を考える〜

事例検討

事例検討では、「一人一人が輝くためには安心が基盤」という
ことを、具体的な事例から考えた



「〇ちゃんが好き」
一緒にいると楽しい
遊びたい
同じがいい、隣がいい

「伝えたい」
「伝わった」

伝わる喜び、応答性
多様な言語
非言語のつながり

「～がしたい」
「〇〇ってことね」

イメージやごっこの世界
興味をもったテーマなど

「先生が好き」
先生のそばにいると楽しい
分かってくれる、
守ってくれる

「ここにいると
落ち着くな」

お気に入りのコーナー
自分で作った積み木の家

「私の〇〇」
「ぼくたちの〇〇」

ex）お気に入りのぬいぐるみ
自分で作った大切な剣

考察に用いたカテゴリー

固有の空間の確保

特定の大人
（みんなの・自分の）

好きな友達

通じ合う体験
(言語・非言語)

遊び
モチーフ・テーマ

特定のモノ

安心感

講師の助言を受け、上記6つの「安心感を支える要素」で、もち
よった事例を分析考察した



一人一人との
関係作り

受け手としての
保育者

ほんの一瞬の
つながりを
価値づける

関係や状況の
調整・整理をする

雰囲気や
状況を作る

行為の
通訳者としての

保育者
思いのつなぎ手・

仲介者としての保育者

意味の橋渡し
仲立ち

思いを探り
受け止める

楽しさの
実現

出合いの
工夫 もの・素材の

特性を活かす

モデルとしての
保育者の存在

より楽しくなるための
提案・支え

昨日から今日へ
今日から明日へ
経験をつなぐ工夫

指導の
重点

安心して
過ごしてほしい

好きなことを
見つけて

楽しんでほしい 自分の力を
発揮してほしい

自己肯定感を
もってほしい満足感や充実感を

味わってほしい

夢中になって
遊んでほしい

受け入れられていると
感じてほしい

互いを
認め合って
ほしい

みんなの中の自分を
感じてほしい

のびのびと

自分を
出してほしい

他者の存在を
感じてほしい

分かり
やすい
テーマ

共通
体験

対象が
変化する
素材

他者と
意味を共有
する遊び

まとめ

入園 修了

見て
分かる
工夫

関係性の育ちを支える
ための指導の重点

自己発揮する過程に
おける指導の重点

支援の方向性を共有する
介助員
との連携
のポイント

必要な距離感を調整する

（１）幼児の育ちの流れから考えた指導の重点

そして事例検討から見出した「指導の重点」を、図のように「ねがい」を
覆う形に配置した



●一人一人の幼児としっかりとつな
がる
• 丁寧に信頼関係を築いていく。
• 肯定的なまなざしで寄り添う。

• 応答的な関わりを通して、興味や関心、

思いの本質を理解しようとする。
• 教員間で連携・役割分担する。

一人一人が安心して自己発揮するために

T

C

C

C

C

C

C
介

介

介

「今ここ!」担任が関係をつくって
いるとき、介助員にはあえて一歩
引いてもらう

代理で受け止めたり、
必要な情報を収集したり
してもらう

⑵事例を深める中で分かったこと

今ここ！

これらの協議と検討から、多様性を尊重し一人一人が輝くため
に大切だと考えたことを、まとめとして以下に示す



●「私らしく育つ」 を支える

・分かりやすく安心できる環境設定

・魅力的なものやできごととの出合い

・適切な素材の質や量

・動き方、遊び方のモデル

・それぞれの幼児の楽しみ方の保障

と他児との調整

対象が
変化する素材
とのかかわり

他者と関わり
ながら

展開する遊び

遊び

色水、砂、水、
アート的な活動、

自然物、
玉やボール
固定遊具、

動きのある運動
的な遊びなど

イメージを共有
するごっこ遊び、
ルールのある遊
び、役割分担して
協働する活動な

ど

心が通う一瞬を大切
に積み重ねつつ、
環境を工夫していく



幼児同士の関係を育み共に育ち合うために

様々な場面で「集団で楽しい」
と感じる経験をじわじわと積み
重ねる

C

C

C

C

C
C

C

C
C

C

C

C

介

介

＊「全員で」「みんな同じ」に
こだわらない柔軟さ

＊経験を織り重ねて
いく諦めなさ

●「共に育つ」 を支える

• ふと互いの存在に目が向き、一瞬心が

通うような経験。

• 温かくやわらかい雰囲気。

• 大まかなイメージやテーマが緩やかに

つながる楽しいことやワクワクするよ

うなできごと。

T

介



本研究の詳細をご覧になりたい学校・園・
教育関係の方は、練馬区立光が丘むらさき
幼稚園までご連絡ください

本研究の内容に関しまして、無断の転用・
転載はご遠慮ください


